
研究科の教育研究上の目的（「兵庫大学大学院学則」第 2章の 2） 

 

 

(経済情報研究科) 

大学院経済情報研究科は、広く経済に関する高度な理論及び応用を教授研究し、その

深奥を究めるとともに、変動する社会経済と情報環境に対応できる専門能力を備え、社

会で 実践的に問題解決に携わる高度な専門職業人を養成する。 

 

(現代ビジネス研究科) 

現代ビジネス研究科現代ビジネス専攻は、地域経済に関する高度な理論及び応 

用と、情報技術やビジネス手法を活用した課題解決のための創造的思考法の教

授研究を通じて、地域社会やグローバル社会で実践的に課題解決に携わり、地域

経済の活性化と発展に寄与できる高度な専門職業人を養成することを目的とす

る。 

 

(看護学研究科) 

看護学研究科看護学専攻は、超高齢社会とともに訪れる多死社会において、よ 

り一層複雑化、多様化する住民ニーズに対して、住民の QOL並びに QODD(Quality 

of Dying and Death)の向上を目指し、そのために保健医療・福祉や関連する学

際的分野の学問から創生した「看護の知」を活用し、看護実践ができる高度看護

専門職者、また深い専門的な知識と卓越した実践能力を有し、かつ看護活動を科

学的かつ客観的に捉える研究的視点を持ち、「看護の知」を自ら探究し開拓する

ことができる、高度看護専門職者、看護教育者及び看護研究者を養成することを

目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学部等の教育研究上の目的 （「兵庫大学学則」第 2 節の 2） 

 

 

(現代ビジネス学部) 

現代ビジネス学部は、建学の精神である「和」に基づき、変化する社会にあっ 

て、主体的に共生社会の形成に関わり、地域と共に歩み地域の発展に貢献するた

め、経済学をはじめとする専門知識への深い理解と幅広い教養を身に付け、現代

社会の諸問題を積極的に分析、解決する人材を養成する。 

 現代ビジネス学科は、学部教育の目的に沿って、より進んだ専門性を修得する 

ため、グローバル化する経済社会において生起する経済や社会の諸問題を生活 

の基盤である地域という視座から捉え直し、データサイエンス、グローバルビジ 

ネス、地域ビジネス、公共政策の各専攻において適切な理論、分析的枠組みを用 

いて解明し、具体的な解決策を提示する方法を学ぶ。 

 

(健康科学部) 

 健康科学部は、人間の健康と生活の質の向上に関わる諸問題を科学的に解明

し、その成果を生涯健康の維持と増進に実践的に生かすことのできる人材を養

成する。また、生命に対する畏敬の念と倫理観に基づいて人間理解を深め、健康

で活力に満ちた地域社会の実現に貢献する資質を涵養する。 

栄養マネジメント学科は、生命の基本である「食」を探究し、人々の健康の維 

持と増進および疾病予防と回復の指導ができる栄養専門家の養成をめざす。ま

た、食物と栄養および食生活に関係する要因を科学的に追究する能力と総合的

に栄養をマネジメントする能力を備え、社会に貢献できる人材を養成する。多様

な実践活動の場において、知識と技術を修得し、課題解決能力を身につけ、豊か

な人間性と感受性を育み、食と健康を通して生命を尊重する心を育てる。 

 健康システム学科は、心の健康、身体の健康を探究し、健康に関連する分野の 

知識を有機的、総合的に体系化した高度な専門知識と技能を修得することをめ 

ざす。さらに健康の分野の知識を生かしつつ、健康の維持と増進の方法および技 

能を修め、生活全般に生かす能力を涵養することにより、健康コーディネーター 

の養成をめざす。 

 

（看護学部) 

看護学部は、豊かな人間性と社会性に富み、人との協調を重んじ積極的に人間 

理解を深め、専門職としての知識・技能・態度と実践的な判断力を有した、人の

生涯に亘る保健・医療・福祉（保健医療福祉）と生活を支え、看護の発展に貢献

できる人材を養成する。 



 看護学科は、お互いの人格を尊重し合い、感性が豊かで、いとおしむ心のある 

人間形成をめざすとともに、人間の「知」「情」「意」のバランスのとれた発達を 

支援し、地域社会のヘルスプロモーション実現に向けて、使命感をもって貢献で 

きる看護実践能力と看護学専門性向上のために研鑽する基本能力を備えた人材 

を養成する。 

 

(生涯福祉学部) 

生涯福祉学部は、基本的人権および社会正義の尊重を基礎とした社会福祉の

理念と、ソーシャルワークの力量によって、人の生涯にわたる発達および自らに

よる能力開発を支援できるとともに、個人と環境の相互作用による地域福祉の

実現に貢献する社会福祉専門職の人材を養成する。 

社会福祉学科は、人間の福利を広く「人間一人ひとりの能力開発を支援するこ 

と」と捉え、国際的視野に立つとともに小都市および町村に焦点を当て、人々と

その環境に働きかけることにより、家族や地域の福祉力を高めるソーシャルワ

ーカーを養成する。社会福祉の価値について理解することを土台として、社会福

祉の知識や技術を科学的方法論と職業的倫理観をもって実践に用いることので

きる専門的能力を涵養する。 

こども福祉学科は、現代の社会の要請に応え、未来の社会を築き上げていく力 

をこどもたちに培うことのできる、こどもの福祉を担う人材、「子どもの最善の

利益」を原則とするこども観を持った人材を養成する。 

 

（教育学部の教育研究上の目的) 

教育学部は教員としての使命感や情熱を持ち、発達や学びの連 続性を踏まえ

た就学前教育及び学校教育に関する高度な専門知識と優れた 技能・実践力を有

し、子どもの個性と環境の多様性に対応しながら、共生 社会の一員として地域

社会に貢献できる人材を養成する。 

教育学科は、幅広い教養と教育・保育に関する専門的な知識と技能を有し、 多

様な人々と協働しながら、子どもの多様性を理解しつつ、興味・関心を 引き出

し、子どもの主体的学びや自己成長を導くための教育を展開するこ とができる

学校教育や幼児教育、児童福祉の専門家を養成する。 


